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｣
の
性
格
と
内
容

(

一)

-

武
州
荏
原
郡
奥
沢
村
原
家
文
書
の
事
例
-
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｢万
先
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帳
｣
の
検
討

(未完

蘇

安

彦

近
世
の
村
方
文
書
は
大
別
し
て
領
主
権
力
と
の
関
係
で
作
成
さ
れ
る
公
文
書
と
家
や
個
人
と
の
関
係
で
作
成
さ
れ
る
私
文
番
が
あ
る
｡

前
者
に
は
年
貢

･
法
令
等
名
主
文
書
の
大
半
は
こ
れ
で
占
め
ら
れ
る
｡
後
者
に
は
'
家
を
中
心
と
し
た
相
続
や
冠
婚
葬
祭
､
経
営
'
金

銭
出
入
帳

(出
納
帳
)'
日
記
､
書
状
等
多
様
な
も
の
が
存
在
し
て
い
る
｡

公
文
書
で
は
'
村
の
組
級
や
支
配
の
骨
格

･
輪
郭
を
解
明
す
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
､
私
文
番
は
公
文
番
で
は
把

握
で
き
な
い
日
常
世
界
を
突
き
止
め
る
上
で
必
要
な
も
の
と
い
え
よ
う
｡
両
者
相
侠
っ
て
村
落
史
研
究
の
成
果
が
あ
が
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
｡

｢金
銭
山
入
党
蝦
｣
の
性
格
と
内
容

(
こ

(蘇
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

一
五
二

し
か
し
な
が
ら
､
こ
れ
ま
で
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
私
文
書
が
軽
視
さ
れ
､
歴
史
研
究
の
史
料
と
し
て
の
視
野
に
入
り
に
く
か
っ
た
よ

う
に
思
う
｡
歴
史
研
究
が
日
常
的
な
生
活
史
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
最
近
の
動
向
の
中
で
は
､
私
文
書
の
重
要
性
が
改
め
て
認

識
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
｡

こ
こ
で
は
､
私
文
書
の
中
で
も
'
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
取
り
あ
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た

｢金
銭
出
入
覚
帳
｣
を
対
象
と
し
て
'
な
ぜ
こ
の

よ
う
な
帳
簿
が
作
成
さ
れ
た
の
か
｡
そ
の
内
容
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
を
中
心
に
検
討
し
て
み
た
い
｡

金
銭
出
入
帳
簿
は
､
農
民
生
活
の
具
体
的
姿
を
解
明
す
る
上
で
も
っ
と
も
重
要
な
文
書
で
あ
る
｡
す
な
わ
ち
､
農
民
が
ど
の
よ
う
な
も

の
を
生
産
し
'
そ
れ
を
売
っ
て
ど
の
位
い
の
金
銭
を
獲
得
し
'
そ
の
金
銭
で
生
活
上
必
要
な
も
の
を
購
入
し
た
り
'
年
貢
の
上
納
に
充
て

た
り
､
さ
ま
ざ
ま
な
興
味
あ
る
事
柄
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
｡
近
世
農
民
の
日
々
の
生
活
実
態
の
解
明
に
役
立
つ
基
本
史
料
と
い
え
よ
う
｡

小
塙
で
は
'
武
州
荏
原
郡
奥
沢
村
原
家
文
書
に
存
在
し
て
い
る

｢金
銭
出
入
党
帳
｣
を
検
討
対
象
と
し
た
｡
と
く
に
最
近
刊
行
さ
れ
た

r世
田
谷
区
史
料
叢
書
J
第

二

巻

(東
京
都
世
田
谷
区
教
育
委
月
会
､
一
九
九
六
年
三
月
刊
行
)
に
は
'
次
の
五
冊
が
収
録
さ
れ
た
｡
名
称
こ

そ
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
'
総
括
的
名
称
で
い
え
ば
､
｢金
銭
出
入
党
帳
｣
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

こ
れ
ら
五
冊
の
文
書
の
名
称
と
対
象
と
し
た
年
代
等
は
次
の
通
り
で
あ
る
｡

一
､
元
文
元
年
九
月

｢万
覚
書
帳
｣
は
､
そ
の
名
の
と
お
り
､
さ
ま
ざ
ま
な
記
録
を
そ
の
内
容
と
し
て
い
る
が
､
中
心
記
事
は
'
金
銭

の
出
納
で
あ
る
｡
記
載
時
期
は
元
文
元
年

二
七
三
六
)
か
ら
寛
延
三
年

(
一
七
五
〇
)
ま
で
の
1
五
年
間
と
宝
暦

･
明
和
期

二
七
五
1-

七
一
)
の
数
年
分
も
含
ま
れ
て
い
る
｡

二
､
元
文
元
年
九
月

｢御
年
東
上
約
万
帳
｣
は
'
元
文
元
年

二
七
三
六
)
か
ら
寛
政
四
年

(
一
七
九
二
)
ま
で
の
五
六
年
間
に
お
け
る

毎
年
の
年
貢
納
入
の
状
況
を
克
明
に
記
録
し
た
も
の
で
あ
り
､
農
民
の
年
貢
負
担
の
実
態
が
解
明
で
き
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
｡

三
'
元
文
二
年
六
月

｢茄
子
党
帳
｣
は
'
江
戸
周
辺
農
村
と
し
て
大
量
の
前
栽
物
を
生
産
し
出
荷
し
て
い
る
状
況
が
判
明
す
る
も
の
で



あ
る
｡
そ
の
内
容
記
載
は
'
元
文
二
年
か
ら
明
和
九
年

(
一
七
二
二
)
の
三
五
年
間
に
及
ぶ
も
の
で
あ
り
､
茄
子
の
ほ
か
に
干
大
根
'
大

角
豆
､
白
瓜
､
い
も
､
柿
等
が
出
荷
さ
れ
､
農
家
経
営
を
支
え
て
い
た
実
態
が
浮
き
彫
り
と
な
る
の
で
あ
る
｡

四
'
宝
暦
三
年

二
七
五
三
)
｢金
銭
山
入
党
帳
｣
は
宝
暦
三
年
か
ら
同

一
〇
年

二
七
六
〇
)
ま
で
の
七
年
問
の
記
載
を
含
み
'
五
冊

目
の
宝
暦

一
一
年

｢金
銭
出
入
党
帳
｣
に
接
続
し
て
い
る
｡

五
'
宝
暦

一
一
年

｢金
銭
出
入
党
帳
｣
は
宝
暦

一
一
年
か
ら
明
和
三
年

(
一
七
六
六
)
ま
で
の
六
年
間
の
記
録
で
あ
る
｡

こ
れ
ら
の

｢金
銭
出
入
党
帳
｣
(総
括
的
名
称
)
が
元
文
元
年
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る
意
味
は
何
で
あ
ろ
う
か
｡

そ
れ
ら
の
検
討
に
入
る
前
に
､
原
家
と
原
家
文
書
'
奥
沢
村
の
歴
史
的
概
観
等
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
｡

二
､
原
家
と
原
家
文
書

原
家
は
奥
沢
村
の
年
寄
役
で
'
文
苔
で
判
明
す
る
元
文
期

(
1
七
三
六
～
四
〇
)
以
降
は
新
左
街
門
を
称
し
､
明
治
期

(
)
八
六
八
-
1

九
二

)
に
は
市
五
郎
､
伊
八
'
大
正
期

(
一
九
こ
て
二
五
)
に
は
菊
次
郎
と
名
乗
っ
て
い
る
｡

原
家
文
書
は
現
在
世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
に
寄
託
さ
れ
､
原
家
文
書
目
録
が
､
同
館
拓
北

r世
田
谷
諸
家
文
番
目
録
｣
に
収
録
さ
れ

(-
)

て
い
る
｡

そ
れ
ら
の
文
番
の
記
載
に
よ
る
と
､
原
家
の
持
高
は

1
1
石
六
斗
二
合
二
勺
で
'
延
事
三
年

(
1
七
凶
六
)
1
二
月

1
七
日
に
は
次
郎

(2
)

兵
衛
二
石
四
斗

一
升

一
合
を
分
家
し
､
原
家
の
持
高
は
九
石

一
斗
九
升

一
合
二
勺
と
な
っ
た
｡
分
家
の
次
郎
兵
衛
家
は
､
寛
政
六
年

(
一

(3
)

七
九
四
)
｢商
売
家
数
等
番
上
｣
に
よ
る
と
､
｢間
口
五
問
半

青
海
苔
か
つ
き
商
任
侠
､
天
明
元
年
占
商
売
致
来
申
候
｣
と
あ
る
o
原
家

は
持
高
九
石
余
所
持
の
上
層
農
民
で
あ
り
'
分
家
の
次
郎
兵
衛
家
は
二
石
四
斗
余
で
段
間
余
業
に
よ
っ
て
生
計
を
補
充
し
て
い
た
も
の
と

｢金
銭
出
入
党
帳
｣
の
性
格
と
内
容

(
1
)

(蘇
)

一

一
五
三
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い
え
る
｡

次
に
原
家
文
書
の
概
要
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
'
｢金
銭
出
入
党
帳
｣
の
占
め
る
意
味
を
考
え
て
み
よ
う
｡

原
家
文
書
は
､
稔
点
数
二
二
二
点
で
最
古
の
も
の
は
元
文
元
年

二
七
三
六
)'
最
新
の
も
の
は
大
正
八
年

二
九
一
九
)
で
あ
る
｡
そ

の
文
書
内
容
は
大
別
し
て
'
支
配
関
係
文
書
と
私
文
書
が
あ
り
､
前
者
に
は
年
貢
関
係

･
助
郷
関
係

･
村
況
関
係
'
後
者
に
は
金
銭
山
人

関
係

･
冠
婚
葬
祭

･
教
育
関
係
等
が
み
ら
れ
る
｡
そ
れ
ら
の
主
要
の
も
の
を
掲
示
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
｡

支
配
関
係
文
書
の
年
貢
に
関
し
て
は
､
年
貢
皆
済
状
が
元
文
元
年
か
ら
慶
応
二
年

(
一
八
六
六
)
ま
で
の
間
に
七
〇
点

(但
し
こ
れ
は
'

名
主
が
村
民
に
発
行
し
た
も
の
)'
諸
税
領
収
書
が
明
治

一
〇
年

(
一
八
七
七
)
か
ら
大
正
八
年

二
九
一
九
)
ま
で
の
問
に
四
五
点
あ
る
｡
助

郷
関
係
で
は
'
明
和
二
年

二
七
六
五
)
｢品
河
役
組
高
割
合
帳
｣
'
同
三
年

･
同
四
年

｢品
川
人
馬
割
取
帳
｣
'
天
明
二
年

二
七
八
二
)

｢品
川
助
人
馬
組
合
改
め
党
帳
｣
､
文
化
三
年

(
一
八
〇
六
)
｢御
用
人
足

･
品
川
人
足
出
勤
高
党
帳
｣
'
同

一
二
年

二
八
一
五
)
｢品
川
人

足
ほ
か
勤
高
覚
帳
｣
が
あ
る
｡
村
況
関
係
で
は
'
安
永
九
年

(
一
七
八
〇
)
｢武
蔵
国
荏
原
郡
世
田
ケ
谷
領
奥
沢
相
鉄
様
子
大
概
書
｣
'
天

明
四
年

二
七
八
四
)
･
同
五
年

｢
五
人
祖
宗
門
人
別
改
メ
下
書
｣
､
寛
政
二
年

(
一
七
九
〇
)
｢安
永
八
亥
年
当
成
年
人
別
増
減
書
上
｣
､

寛
政
六
年

二
七
九
四
)
｢商
売
家
書
上
帳
｣
'
同
年

｢農
間
渡
世
書
上
帳
｣
が
み
ら
れ
る
｡

私
文
書
関
係
で
は
､
金
銭
出
入
関
係
と
し
て
'
元
文
元
年

｢万
覚
書
帳
内
手
相
｣
'
同
年

｢御
年
貢
上
納
万
帳
｣
'
同
二
年

｢茄
子
等
出

荷
党
帳
｣
､
宝
暦
三
年

(
1
七
五
三
)

･
同
五
年

･
同

1
一
年

･
文
化
三
年

(
1
八
〇
六
)
の

｢金
銭
出
入
党
帳
｣
'
安
永
元
年

(
1
七
七

六

)

･
天
明
六
年

(
1
七
八
六
)
の

｢万
覚
帳
｣

･
文
化
三
年

(
l
八
〇
六
)
の

｢金
銭
出
入
党
帳
｣
が
あ
る
｡
冠
婚
葬
祭
に
関
す
る
も
の

と
し
て
は
'
安
永
五
年

(
一
七
七
六
)
｢窓
悦
妙
印
理
葬
に
つ
き
後
日
之
党
｣
､
素
永
四
年

二
八
五
二

･
安
政
二
年

二
八
五
五
)
の

｢御

祝
儀
覚
帳
｣
､
明
治

一
二
年

二
八
七
九
)
｢香
莫
帳
｣
'
同
二
七
年

二
八
九
四
)
｢先
祖
弐
百
年
忌
香
莫
帳
｣
が
存
在
し
て
い
る
｡
教
育
関

係
と
し
て
は
'
寛
政
四
年

(
一
七
九
二
)
｢新
童
子
往
来
万
世
宝
鑑
｣
'
明
治
四
〇
年

(
一
九
〇
六
)
｢小
学
校
生
徒
授
業
料
督
促
状
｣
が
あ



る
｡
勿
論
こ
の
ほ
か
に
も
種
々
あ
る
が
､
こ
こ
で
は
省
略
す
る
｡

次
に
奥
沢
村
の
歴
史
的
概
観
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
｡

三

奥
沢
村
の
歴
史
的
概
要

H

原
始

･
古
代

･
中
世
の

｢奥
沢
｣

｢奥
沢
｣
は

｢お
く
さ
わ
｣
｢お
く
ざ
わ
｣
と
も
い
う
｡
地
名
の
由
来
は
'
荏
原
郡
内
に
あ
る
七
沢
の
一
つ
に
奥
沢
が
あ
っ
た
こ
と
に

(4
)

よ
る
と
い
う

｡

｢奥
沢
｣
の
原
始

･
古
代

･
中
世
に
関
し
て
は
､
ほ
と
ん
ど
未
詳
で
あ
る
が
'
原
始

･
古
代
に
関
し
て
は
､
縄
文
中
期
の
土
許

･
石
(5
)

斧

･
石
鉄
や
竪
穴
住
居
地
群
が
発
見
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
古
墳
も
多
摩
川
古
墳
群
の
一
つ
で
あ
る

｢あ
た
ご
塚
｣
が
奥
沢
本
村
に
あ
る
｡

中
世
に
つ
い

て
は
､
貞
和
年

間
二
三
四

五
～
四六
)

頃

より
書

良

治家の
所

領となり
､

天
正
一八
年
二

五
九
〇
)
の
吉
良
氏
朝
の

(6
)

没
落
ま
で
続
い

た
と

いう
.
浄

真寺の
境
内

は
も

と吉
良

氏の塁
跡
で

あ
った
と
も､
吉
良

氏
の
家臣
大
平出
羽
守
の
居
住
地
で
あ
っ
た

(7
)

と
も
い
う
｡

⇔

近
世

｢奥
沢
｣
の
支
配
形
態

天
正

一
八
年

二
五
九
〇
)
の
後
北
条
氏
の
滅
亡
と
共
に
吉
良
氏
の
所
領
も
消
滅
し
､
徳
川
家
康
の
関
東
入
国
に
よ
り

｢奥
沢
｣
は
飴

川
氏
の
直
轄
領
に
編
入
さ
れ
'
武
州
荏
原
郡
世
田
谷
領
奥
沢
相
と
称
し
た
｡

天
正

1
九
年

(
一
五
九
1
)
家
康
は
直
参
渡
辺
勝

(孫
三
郎
)
に
武
州
都
筑

･
荏
原
両
郡
の
う
ち
で
二
二
〇
石
の
知
行
所
を
与
え
た
が
'

そ
の
一
部
と
し
て
奥
沢
村
五
五
石
が
渡
辺
勝
の
所
領
と
な
-
､
以
後
明
治
維
新
ま
で
続
い
た
｡
知
行
所
の
御
朱
印
が
下
付
さ
れ
た
の
は
三

｢金
銭
山
入
党
帳
｣
の
性
格
と
内
容

(
こ

(蘇

)

一
五
五



史
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(8
)

代
将
軍
家
光
の
寛
永
二
年

二
六
二
五
)
の
と
き
で
あ
っ
た
｡

7
五
六

正
保
期

(
1
六
四
四
～
四
七
)
の

r武
蔵
田
園
簿
J
に
よ
る
と
'
奥
沢
村
は
渡
辺
孫
三
郎
知
行
と
し
て
村
高
五
五
石
で
あ
り
､
村
高
の
内

(9
)

訳
は
田
方
が
四
四
石
､
畑
方
が

三

石
と
い
う
小
村
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
｡

寛
文
期

二
六
六
一
-
七
二
)
は
新
田
開
発
が
大
規
模
に
進
め
ら
れ
た
時
期
で
あ
る
が
'
そ
の
例
に
も
れ
ず

｢奥
沢
｣
で
も
寛
文
二
年

(
一
六
六
二
)
に
本
村
の
西
方
が
開
墾
さ
れ
'
寛
文
九
年
に
は
検
地
を
受
け
'
奥
沢
新
田
相
が
成
立
し
､
幕
府
直
轄
領
に
編
入
さ
れ
た
｡
元

禄
八
年

二
六
九
五
)
に
は
織
田
越
前
守
信
久
の
検
地
を
う
け
'
村
高
四
〇
七
石
三
斗
二
升
七
合
と
な
-
'
本
村
の
村
高
五
五
石
に
比
較

す
る
と
村
高
の
規
模
が
約
八
倍
で
あ
る
｡

寛
延
三
年

(
l
七
五
〇
)
の

｢御
定
免
反
取
書
上
ケ
帳
｣
に
よ
る
と
'
奥
沢
村

(新
田
村
)
は
村
高
四
〇
七
石
三
斗
七
升
七
合
で
､
臼
方

は
全
然
存
在
せ
ず
'
畑
方
八
八
町
四
反
五
畝
四
歩
で
あ
る
｡
こ
の
ほ
か
村
高
に
は
編
入
さ
れ
て
い
な
い
林

･
原

･
薮

･
芝
地
な
ど
が
四
町

(10
)

四
反
五
畝
歩
ほ
ど
あ
っ
た
｡

文
政

一
〇
年

二
八
二
七
)
の
改
革
組
合
村
結
成
の
と
き
の
村
高
で
は
'
奥
沢
本
村
は
渡
辺
栄
之
丞
知
行
所
高
五
五
石
で
あ
り
､
奥
沢

(‖
-

村
は
幕
府
代
官
中
村
八
太
夫
支
配
で
高
四
〇
七
石
三
斗
七
升
七
合
と
な
っ
て
お

り
'変
化
し
て
い
な
い
｡

明
治
元
年

二
八
六
八
)
の

r旧
高
旧
領
取
調
帳
｣
で
は
'
奥
沢
本
村
は
渡
辺
修
理
知
行
五
五
石
'
奥
沢
村
四
〇
七
石
五
斗
八
升

一
合

(12
)

と
な
り
'
翌
二
年
か
ら
は
品
川
県
に
編
入
さ
れ
､
さ
ら
に
同
四
年
か
ら
東
京
府
の
管
轄
と
な
-
､
第
七
大
区
六
小
区
に
属
し
た
｡

明
治
五
年

(
1
八
七
二
)
の

r東
京
府
志
科
｣
で
は
､
奥
沢
本
村
の
反
別
と
し
て
田
が
111町
七
反
九
畝
二
九
歩
'
畑
が
五
町
三
反
七
畝

二
五
歩
と
あ
り
'
こ
れ
が
村
高
五
五
石
の
反
別
の
内
容
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
奥
沢
村
の
反
別
は
畑
が
八
八
町
八
反
三
畝
二
〇
歩
と

(13
)

あ
-
､
上
記
の
寛
延
三
年

(
一
七
五
〇
)
の
頃
と
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
｡

臼

近
世

｢奥
沢
｣
の
村
落
動
向
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叫
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潜
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〔第
1
表
〕
家
数
･
人
口
の
動
態

本村.新
田
年号(西暦)内

容
奥
沢
柑
(本
村
)

奥
沢
新
田
村
(奥
沢
村
)

合
計

出
典

家
致
人
口
(男
.
女
)
家
致
入
口
(男
.
女
)
局
家

致
人
口
(罪
.
女
)

安
永
8
年
(17
79
)

安
永
9
年
(17
80
)

天
明
4
年
(17
84
)

寛
政
2
年
(17
90
)

寛
政
6
年
(17
9
4
)

化
政
期
(1804
-
29)

天
保
14
年
(18
4
3
)

明
治
5
年
(18
72
)
2
1
2
626
14
5
(69
.
76
)
10
296
10
2
10
2
10
5
10
6
10
6
1
13
44
5
44
7
.
44
8
666
(343
.
323
)
.
24209
127
132
139
8
11
(4
12
.
399
)
r
区
史
料
J
第
4
集

〟/y/y/I
r風
土
記

稲
J

r
区
史
料
]
第
3
集

r東
京
府
志
科
J

大
正
3
年
(19
14
)

大
正
9
年
(19
20
)

昭
和
5
年
(19
30
)

162
344
1134
1294
1807
(957
.
850
)

5376
( 2747
.
2629
)
r玉
川
沿
革
誌
]
//〟

(注
)
昭
和
5
年
の
家
数
の
数
字
は
世
帯
数
で
あ
る
｡

｢朝
は
玉
r



史
料
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研
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第
二
八
号

一
五
八

(t4
)

さ
て
'
奥
沢
本
村

･
奥
沢
村
の
家
数

･
人
口
の
動
態
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
｡
現
在
判
明
す
る
限
り
の
史
料

に

よ
っ
て

表
示
す
る
と
､
第
1
表
の
と
お
り
で
あ
る
｡
す
な
わ
ち
'
近
世
前
期
の
家
数

･
人
口
は
､
ま
っ
た
く
不
明
で
､
中
期
以
降
が
断
片
的
に
知

(15
)

ら
さ
れ
る
の
み
で
あ
る

｡

奥
沢
本
村
の
高
五
五
石
の
家
数
は
化
政
期

二

八
〇
四
～
二
九
)
に
二

1
軒
､
天
保

一
四
年

二

八
四
三
)
と
明
治
五
年

二

八
七
二
)
で

は
い
ず
れ
も
二
六
軒
で
あ
る
｡
人
口
は
明
治
五
年

一
四
五
人
で
男
は
六
九
人
､
女
は
七
六
人
で
'

一
軒
当
り
平
均
家
族
数
は
五

･
五
人
で

あ
る
｡

い
っ
ほ
う
'
奥
沢
村
の
高
四
〇
七
石
余
の
家
数

･
人
口
は
安
永
八
年

(
一
七
七
九
)
に

一
〇
二
軒

･
四
四
五
人
で

一
軒
当
り
の
平
均
家

族
数
は
四

･
三
人
と
な
る
｡
天
保

一
四
年

(
一
八
四
三
)
ま
で
は

一
〇
六
軒
程
度
で
家
数
も
人
口
も
'
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
と
い

え
る
｡
明
治
五
年

(
一
八
七
二
)
に
は
家
数

一
一
三
軒

･
人
口
六
六
六
人
と
な
り
'

一
軒
当
り
は
五

･
八
人
と
な
り
本
村
の
五

･
五
人
よ

り
や
や
多
-
な
っ
て
い
る
｡

合
計
欄
は
奥
沢
本
村
と
奥
沢
村
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
が
'
大
正
三
年

(
一
九
一
四
)
よ
り
同
九
年

(
一
九
二
〇
)
の
わ
ず
か
六
年
間

で
家
数
は
二
倍
に
ふ
え
､
人
口
も
著
し
-
増
加
し
､
さ
ら
に
昭
和
五
年

(
一
九
三

〇
)
に
か
け
て
急
増
し
て
い
る
状
況
が
判
明
す
る
｡

以
上
に
よ
り
､
近
世
中
後
期
の
家
数

･
人
口
は
停
滞
的
で
あ
り
､
天
保
期
以
降
幕
末
維
新
期
に
か
け
て
や
や
増
加
傾
向
を
示
し
､
大
正

一
〇
年
前
後
か
ら
同

一
二
年

(
一
九
二
三
)
の
関
東
大
震
災
以
降
急
激
に
増
加
し
た
と
い
え
る
｡

②

農
民
生
活
の
動
向

(t6
)

奥
沢
村
の
農
民
生
活
の
状
況
を
示
す
も

っ
と
も
古
い
史
料
は
安
永
九
年

(
一
七
八
〇
)
の

｢奥
沢
村
鏡
様
子
大
概
書
｣
で
あ
る
｡
そ
れ

に
よ
る
と
'
奥
沢
村
は
､
①
主
要
道
路
か
ら
は
ず
れ
賑
い
の
場
所
で
な
-
､
商
売
の
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
｡
②
土
地
柄
が
悪
く
､
大

量
の
肥
料
を
投
入
し
な
け
れ
ば
収
穫
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
｡
⑨
食
料
不
足
の
た
め
村
を
出
て
奉
公
塚
に
行
か
ね
ば
な
ら
ず
'
村
に



残
っ
た
者
も
春
に
な
れ
ば
摘
草
を
し
て
生
計
を
た
て
て
い
る
有
様
で
あ
る
｡
④
江
戸
へ
の
道
法
は
三
里
余
-

二

二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
と
い

う
遠
方
で
生
活
の
助
け
に
は
な
ら
な
い
o
⑤
皆
畑
で
田
が
な
い
の
で
藁
は
他
所
か
ら
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.
⑥
他
所
と
比
較
し
て

も
､
特
に
近
年
は
困
窮
が
激
し
い
村
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
｡
多
少
誇
張
が
あ
る
と
し
て
も
疲
弊
し
た
村
と
い
え
よ
う
｡
で
は
実
際
は

ど
ん
な
状
態
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
｡

(17
)

(18
)

こ
こ
で
は
､
寛
政
六
年

(
1
九
九
四
)
｢商
売
家
数
寄
上
｣
と
天
保

一
四
年

二
八
四
三
)
｢組
合
内
村
々
商
家
取
調
書
上
帳
｣
の
段
間
余

業
の
存
在
形
態
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
農
民
生
活
の
一
端
に
ふ
れ
て
み
よ
う
｡
前
者
は
寛
政
改
革
､
後
者
は
天
保
改
革
の
際
に
作
成

さ
れ
た
史
料
で
あ
る
｡

寛
政
六
年
の
場
合
を
表
示
す
る
と
第
2
表
の
と
お
り
で
あ
る
｡
こ
こ
か
ら
判
明
す
る
こ
と
を
簡
単
に
箇
条
沓
し
て
み
る
と
'
①
商
人

一

一
人
'
職
人

1
一
人
､
商
人
兼
職
人
は
二
名
で
あ
-
､
総
家
数

一
〇
五
軒
の
う
ち
二
四
軒
､
す
な
わ
ち
二
〇
%
が
非
農
業
生
産
を
主
体
と

す
る
商
人

･
職
人
で
あ
る
｡
②
商
人
は
食
料

･
時
好
品

･
調
味
料

･
雑
貨
品
等
を
商
う
零
細
経
営
で
あ
-
､
質
屋

･
酒
造

･
肥
料
商
兼
穀

商
等
の
豪
農
的
経
営
で
は
な
い
｡
ま
た
間
口
七
問
半
か
ら
四
問
半
ま
で
の
店
を
構
え
て
い
る
が
'
そ
の
多
-
は
､
か
つ
ぎ
商
い
の
行
商
で

あ
る
｡
③
営
業
開
始
時
期
は
比
較
的
早
-
元
禄
期

二
六
八
八
～
一
七
〇
三
)
か
ら
の
者
が
三
人
お
り
t
と
-
に
仁
兵
衛
と
万
蔵
は

｢毎
年

四
月
三
日
占
十
二
日
迄
､
同
村
浄
其
寺
千
部
中
蕎
麦
を
商
来
申
侯
｣
と
あ
-
､
浄
真
寺
門
前
で
千
部
会
の
期
間
参
詣
人
相
手
に
荷
支
店

を
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
天
明
元
年

(
一
七
八
一
)
に
は
四
人
が
'
集
中
的
に
店
を
出
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
｡
④
職
人

は
大
工
111人
､
草
屋
根
屋

(茸
)
1二
人
､
札
六
人
､
磨
彫

1
人
で
あ
る
.
寛
政
六
年
か
ら
四

1
年
後
の
天
保

l
四
年
の
状
況
を
表
示
す
る

と
第
3
表
の
と
お
り
で
あ
る
｡
①
奥
沢
村
の
商
人
は
八
人
で
'
そ
の
内
四
人
は
寛
政
六
年
と
同

一
人
物
で
あ
る
｡
商
人
の
南
棟
の
内
容
は

ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
｡
八
人
の
他
に
'
新
た
に
質
屋

･
鍛
冶
屋

･
仏
師
が
各

一
人
ず
つ
出
現
し
て
い
る
｡
②
寛
政
六
年
に
み
ら
れ

た
大
工

･
革
屋
根
屋

･
札
な
ど
の
職
人
の
記
載
が
み
ら
れ
な
い
が
､
実
際
に
は
存
在
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
｡
③
奥
沢
本
村
の
段
間
商
人
と

｢金
銭
出
入
党
帳
｣
の
性
格
と
内
容

(
こ

(衣
)

一
五
九
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(蕪
蜜
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中〔第
2
表
〕
寛
政
6
年
奥
沢
村
農
問
商
人
･
職
人
一
覧
表

1
1く○

∵
-
食
料
晴
好
品
調
味

雑
貨
.
材木
職
人

店の間■口
営
業
開

始
時
期
備
考

豆腐
香麦
穀物
育海苔
酒
煙草
翠千
飴
普油
節
亨由
紙抽
級香
抹香
辛履

辛牲
大工
辛屋梶良
仙
磨彫

仁
兵
衛
○
○

○
○

○
6
間
半
元
禄
年
中
.

万
蔵
○

○
○
○

.
元
禄
年
中
か
つ
き
商

紋
兵
,
蘇

○
○
○
○

7
間
元
禄
年
中

長
兵
節

○
○

○
元
文

年
中

清
右
衛
門

○
○

-7
間
半
宝
暦
年
中

平
治
那

○
○
○

○
○

○
4
間
半
明

和
年
中
か
つ
き
商

伊
之
助

○
○
○

6
間
半
天
明
1
年

治
郎
兵
衛

○
5
間
半
天
明
1
年
か
つ
き
商

長
助

○
5
間
半
天
明
1
年
か
つ
き
商

杢
右
衛
門

○
○
○
○
○
○
○
○
○

6
間
半
天

明
1
年
か
つ
き
商

佐
五
左
衛
門

○
三
左
衛
門

○
庄
右
衛
門

○



〔第
3
表
〕
天
保
14
年
奥
沢
村
･
本
村
の
農
間
商
人
･
職
人
一
覧
表

柿名商.
職
人

名前
食
料

時
好
品
調
味

雑
1号

そ
の
他

備
考

豆腐
穀物
節荷
酒
煙辛
飴
甘酒
莱千
餅団千
醤油
酢
油
油戟類
蝋燭
辛局

草牲
級香
質局
鍛袷局
仏節

輿沢柿
仁
兵
衛
○
○

○
○

○
○
○
○
○
○
○

寛
政
6
年
有
り

長
兵
衛
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

寛
政
6
年
有
り

五
郎
兵
衛
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

善
五
郎

○
○

万
歳

○
○

寛
政
6
年
有
り

市
右
衛
門

○
○
○
○
○
○
○

四
郎
兵
衛

○
長
助

○
寛

政
6
年
有
り

佐
次
兵
衛

○



史
料
館
研
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し
て
六
兵
衛
と
万
次
郎
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
'
そ
の
内
容
は
奥
沢
村
の
商
人
ら
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
｡

以
上
の
農
間
商
人
の
存
在
形
態
か
ら
み
て
'
安
永
九
年
の

｢相
続
様
子
大
枚
書
｣
で
は
､
商
売
が
成
立
し
な
い
村
で
あ
る
と
強
調
し
て

い
た
が
､
必
ず
し
も
そ
う
で
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
が
'
も
ち
ろ
ん
零
細
な
商
い
で
あ
り
'
過
大
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡

〔第4表〕明治5年 物産書上

村 名 奥 沢 本 村 奥 沢

村種 類 産 額 価 金 産 額

. 価 義栄 27石556 102円06 早稲米-150石
000 513円33大 ー麦 120石000 300円00 9

00石(X氾 1,125円00大 豆 28石600

95円33 90石000 300円00小 豆 33石0

00 110円00 21石000 116円62粟 35石ooo 58円33 165石000 23

5円71秦 16石000 26円67 7石500

9円37秤 33石000 58円50 13

7右000 137円00蕎 麦 7石500

35由oo 35石000 38円89干 菜 脂 200駄 50円00 250駄 56円

00茄 子. 100駄 50円00 225駄

20円00芋 30駄 15円00 1

50駄 75円00甜 瓜 150駄 5

0円00 360駄 360円(氾由 50駄 50円00 150駄 150円0

0柿 子 20駄 20円00 18

駄 11円00.乗 .千 10右000

15円00 2駄 8円00竹 10駄 7円00 25駄 18

ROO杉 丸 木 5駄 3円0

0 10駄 6円00`薪 50駄

15円00 250駄 75円00胡 麻



㈲

明
治
初
年
の

｢物
産
書
上
｣

最
後
に
､
明
治
五
年

(
一
八
七
二
)
の
奥
沢
本
村
と
奥
沢
村
の

｢物
産
番
上
｣
を
表
示
す
る
と
第
4
衣
の
と
お
り
で
あ
る
｡

こ
れ
に
よ
る
と
主
穀

･
雑
穀

･
前
栽
物

･
果
物
類
で
'
目
立
つ
よ
う
な
商
品
作
物
は
見
当
た
ら
な
い
が
､
わ
ず
か
に
甜
瓜

(ま
く
わ
う

り
)
が
奥
沢
村
で
は
三
六
〇
駄

(価
金
三
六
〇
円
)
と
注
H
さ
れ
る
｡
こ
の
明
治
初
年
の
状
況
は
ほ
と
ん
ど
近
世
後
期
の
状
況
と
ほ
ほ
同

1

と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

四

元
文
元
年
九
月

｢
万
覚
書
帳
｣
の
分
析

こ
こ
で
は
､
元
文
元
年

(
一
七
三
六
)
九
月

｢万
覚
書
帳
｣
を
と
り
あ
げ
て
分
析
し
'
こ
の
種
の
文
番
か
ら
ど
の
よ
う
な
実
態
が
判
明

す
る
か
を

一
事
例
と
し
て
述
べ
て
み
た
い
｡

こ
の
元
文
元
年
九
月

｢万
覚
書
帳
｣
は
､
元
文
元
年
か
ら
寛
延
三
年

二
七
五
〇
)
ま
で
の
1
五
年
間
と
宝
暦
八
年

(
1
七
五
八
)
･
同

1
四
年

(
1
七
六
四
)､
そ
れ
に
明
和
二
年

二
七
六
五
)
か
ら
同
四
年

二
七
六
七
)
の
三
年
間
分
と
､
実
質
的
に
は
二
〇
年
間
分
の
記
録

が
収
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

記
載
内
容
は
大
別
し
て
支
出
に
関
す
る
も
の
と
収
入
に
関
係
す
る
も
の
が
あ
り
､
前
者
で
は
年
貢

･
小
作
'
生
産
関
係
､
生
活
品
､
家

普
請
'
信
仰

･
講
､
文
化

･
教
育
'
祝
義
等
で
あ
-
､
後
者
で
は
農
産
物
の
売
却
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
.

こ
の

｢万
覚
書
帳
｣
の
表
紙
の
端
苔
に

｢元
文
元
年
辰
六
月
十
八
日
占
文
金
御
吹
出
､｣
と
あ
り
､
本
文
の
目
頭
に
は

｢是
ハ
古
金
壱

分
戎
ハ
壱
貰
百
戎
ハ
壱
斑
百
五
十
文
又
ハ
壱
H
l二
百
又
ハ
壱
H
l二
百
五
十
且
致

口
こ
付
古
金
壱
分
ハ
壱
H
二
百
二
五
二
相
極
候
｣
と
あ

る
｡
こ
れ
は
幕
府
が
元
文
元
年
五
月
に
金
鉄
の
改
鋳
を
行
い

(元
文
金
銀
)､
ま
た
こ
れ
に
伴
う
新
古
金
鉱
出
入
は
不
受
理
と
し
た
｡
す
な

｢金
銭
山
入
党
帳
｣
の
性
格
と
内
容

(
こ

(蘇
)

一六
三



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

一
六
四

わ
ち
､
元
文
小
判

･
一
分
金

･
丁
銀
の
鋳
造
で
あ
-
'
い
わ
ゆ
る
元
禄
の
悪
鋳
を
再
開
し
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
れ
に
よ
っ
て
'
そ
れ
以
節

の
良
質
の
貨
幣
と
銭
と
の
交
換
比
率
を
相
互
に
と
り
き
め
て
取
引
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
｡
｢金
銭
出
入
覚
帳
｣
等
と
い
う
性
格
の

文
書
の
出
現
に
は
､
こ
の
貨
幣
改
鋳
が
契
機
に
な
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
｡

文
中
の
年
貢

･
小
作
料
の
精
算
の
た
び
に

｢古
金
壱
両
ハ
四
貫
八
百
文
互
二
差
引
相
極
候
｣
等
の
記
載
が
み
ら
れ
る
｡

さ
て
支
出
関
係
の
主
要
な
も
の
を
あ
げ
て
み
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
｡

(元
文
元
年
一
一
月
)

①
年
貢

･
小
作
関
係
で
は

｢辰
霜
月
廿

1
日
'

1
年
責
壱
貫
五
十
文

長
右
衛
門
殿
占
受
取

内
弐
百
引
小
作
年
貢
｣
｢極
月
七
日
名

主
殿
へ
相
済
｣
と
あ
り
､
原
家
は
年
寄

(組
鏡
)
で
あ
る
の
で
'
自
分
の
組
の
百
姓
の
年
貢
を
徴
収
し
て
'
名
主
に
納
入
し
て
い
る
0

②
生
産
関
係
で
は
､
江
戸
町
方
の
掃
簡
代
金
に
関
す
る
も
の
が
少
な
-
な
い
.
｢辰
七
月
互
こ
直
段
相
極
侯

1
､
四
貫
文

伊
勢
屋

掃
除
代

但
し
七
月
弐
貫
極
月
弐
貫
文
定
｣
と
あ
り
'
元
文
元
年
七
月
に
伊
勢
屋
の
下
肥
購
入
代
と
し
て
年
間
四
貫
文
で
'
七
月
と
十
二

月
に
二
貫
文
ず
つ
支
払
う
こ
と
を
取
り
き
め
て
い
る
の
で
あ
る
｡
下
掃
除
は

｢南
部
家
中
菩
左
衛
門
殿
｣
と
あ
る
よ
う
に
大
名
屋
敷
に
も

(元
文
二
年
1
1
月
)

進
出
し
て
い
た
.
こ
の
ほ
か

｢霜
月
五
日

1
､
四
百
六
拾
文

金
二
両
是
ハ
さ
し
渡
し
壱
尺
1
寸
石
う
す

切
合
共
二
重
ハ
上
三
寸
三

分
下
三
寸
竹
二
而
く
じ
ら
こ
而
日
本
橋
か
し
桑
名
屋
晴
左
衛
門
二
両
｣
と
あ
る
が
'
同
月
八
日
に
は
浄
真
寺
よ
り

｢立
う
す
｣
を
二
〇
〇

文
で
購
入
す
る
と
'
｢同
日
石
う
す
御
返
進
申
候
｣
と
あ
り
返
却
し
て
い
る
｡
こ
の
ほ
か
農
具
代

･
馬
代
の
記
事
も
あ
る
｡

(元
文
三
年
1
14月
)

③
生
活
品
関
係
で
は
衣
類
関
係
の
購
入
記
事
が
少
な
-
な
い
｡
｢午
ノ
極
月
廿
九
日

一
､
弐
百
文

浅
費
壱
文
弐
尺
｣
'
酒

･
多
菜

粉

･
塩

･
薬
代

･
醤
油
樽
等
が
み
ら
れ
る
｡
髪
結
代
は
七
月
と
十
二
月
に
五
〇
文
ず
つ
支
払
っ
て
い
る
｡

(過
)

④
信
仰
や
講
関
係
の
記
事
も
種
々
知
る
こ
と
が
で
き
る
o
元
文
二
年
正
月

1
五
日
に
は

｢百
万
辺
へ
｣
三
二
文
を
浄
真
寺
へ
出
銭
｡
元

文
元
年

1
1
月

1
1
日
に
は
'
｢家
作
地
ま
つ
り
こ
西
明
寺
様
御
出
被
成
侯
'｣
と
あ
り
家
作
に
際
し
て
地
祭
り
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
判

明
す
る
｡
元
文
二
年

一
〇
月
六
日
に
は

｢十
夜
講
｣
と
し
て
､
｢百
文
米
壱
升

浄
真
寺
さ
ま
へ
出
ス
｣
と
あ
る
｡
寛
保
元
年

(
一
七
四
一
)



(伊
勢
)

(鹿
島
)

1
1
月

1
九
日
に
は

｢御
い
せ
龍
太
夫
殿
｣
へ
一
〇
〇
文
､
同
年

1
1
月
に
は

｢
か
し
ま
立
原
作
太
夫
殿
｣
へ
三
二
文
を
放
伐
し
て
い
る
｡

⑤
文
化
的
記
事
も
み
ら
れ
る
｡
元
文
三
年
七
月

一
六
日
に
は

｢
一
庭
訓
古
本
六
拾
文
二
両
求
｣
と
あ
-
､
書
籍
を
購
入
し
て
い
る
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
｡
元
文
四
年
三
月
四
日
に
は
村
内
の
手
習
い
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
記
載
が
み
ら
れ
る
｡

｢
一
未
三
月
四
日
手
習
始

加
水
殿
居
宅
卜

平
兵
衛
殿
居
宅
卜

取
替
こ
成

打
金
三
百
文

戸
ノ
代
弐
百
三
拾
弐
文

源
次
郎

辰
之
介

勝
之
介

金
次
郎

書

助

市
之
丞

孫
太
郎

合
五
百
三
拾
弐
文
平
兵
衛
殿
渡
シ
相
済
ム

師
匠
殿
扶
持
方
壱
人
前
麦
米
稗
二
両
弐
升
宛

一
ケ
月
こ
壱
斗
四
升
極
也
､

望

以
後
ハ
麦
稗
両
秋
桐
弱

(秤
)

一
間
二
両
弐
斗
宛
出
シ
'
是

ヲ
年
中
ノ
扶
持
方
こ
定
以
後
年
々
右
之
通
両
秋
可
出
ス
旨
合
点
者
別
連
判
相
済
ム
｣

こ
れ
は
'
奥
沢
新
田
村

(後
に
奥
沢
柑
)
で
手
習
塾
が
開
始
さ
れ
た
と
き
の
記
録
で
あ
る
｡
こ
れ
に
よ
る
と
加
水

(医
者
)
が
手
習
塾
を

開
業
す
る
に
当
っ
て
場
所
が
狭
い
の
で
如
水
の
居
宅
と
平
兵
衛
の
居
宅
と
を
交
換
す
る
こ
と
と
な
り
､
そ
の
差
額
と
し
て
如
水
が
平
兵
衛

に
五
三
二
文
を
支
払
っ
た
｡
ま
た
華
子
は
源
次
郎
を
は
じ
め
七
名
が
お
り
､
加
水
へ
の
扶
持
と
し
て
､
繁
子

一
名
に
つ
き
麦

･
稗
が
二
升

｢金
銭
出
入
党
帳
｣
の
性
格
と
内
容

(
こ

(蘇
)



〔第5表〕売文2年～寛保2年 農作物売却一覧 (元文元年九月 ｢万覚書帳｣より)

午.月 日 作 物 数 量 代 金 販 売 先

備 考元文2.6.28小麦 8斗4升 文金2分､212文

六軒茶屋久右衛門I,2.田11.5 蕎麦 9斗5升5合 文金1分､

507文 四ツ屋泉尾市左街門元文3.10.26''3.10.18 //おく小豆 9斗5升9升6合 950文400文

六軒茶屋久右衛門六軒茶屋久右衛門

I/3.12.29蕎麦 1斗 211文元文4.1.19I,4.I.20I/4.2.3 いも/I刈大豆種 片荷//3斗 456文416文金2分､124文 高輪善六//

柏木権左衛門 代金は9月5El受取る両ニ1石2斗8升かへ

/y4.2.7 いも 二ざる 31

2文 高輪善六十郎左衛門''4.7.24茄子 ざる-荷 100文I/4.8.1

2菜大豆 82把 金1両I,4..8.

日毎 柿 8束30 300文 瀧前九兵衛'74.9.12いも 片

荷 2722 高輪善六'74.10.13蕎麦/I 3斗3升 金1分､22文 六軒茶庭久右衛門///74.ll.18 4斗6升 金1分､270文 1石3斗2升かへ .

元文5.2.日毎 いも 1駄片荷 lCKX)文 高輪善六 10

0文3升1合かヘ'75.6.ll小麦 3斗 966文 台町升屋'y5.7.6 蕎麦 5

升6合 128文 江戸 100文主4升3合かヘ'y5.9.23小壷 2斗9升

5合 980文 六問茶屋久右衛門//褒十郎左衛門 100文ニ3升

かへク5.10.19蕎麦 5斗7升5合 金1分､680文 両替3耳2

00程1石2斗8升かへク5.ll.8 乗大豆 96把 金2分

金2分､500文 両こ90把 .寛保1.8.23

菜大豆 122把 金1両､172文 余十郎左南門 両ニ84把かへク

1.8.23胡摩 7升3合 556文 柏屋三四郎 両ニ1升3合かヘI/1.8.23柿 1束20 54文六問茶屋久右衛門

寛保2



と
し
､
1
か
月

1
斗
四
升
と
き
め
て
い
る
｡
こ
れ
以
後
は
'

1
年
間
で
華
子

1
名
に
つ
き
麦

･
稗
等
で
二
斗
ず
つ
納
め
る
と
い
う
約
束
を

と
り
き
め
て
い
る
｡

一
八
世
紀
の
前
半
に
す
で
に
手
習
塾
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
｡

⑥
社
会
関
係
と
し
て
村
人
相
互
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
､
家
普
請
や
屋
根
の
茸
き
替
え
に
関
す
る
記
即
も
少
な
く
な
い
｡
毎
月

一
日

に
は
普
請
講
と
し
て

一
〇
〇
文
の
積
み
立
金
と

｢
ふ
き
等
ハ
萱
五
尺
八
把
弐
束
送
侯
｣
と
し
て
い
る
｡

元
文
六
年

(寛
保
元
年
､
1
七
四
1
年
二

二
月
､
｢
1
､
七
文
酒
代

市
左
街
門
殿
孫

へ
祝
'
又
是

占
祝
詫
串
ノ
始
｣
と
あ
る
.
子
ど
も

の
祝
い
事
の
開
始
が
こ
の
時
期
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
記
録
は
貸
重
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
｡

さ
て
､
次
に
収
入
関
係
の
主
要
な
も
の
を
あ
げ
る
と
'
そ
の
多
-
が
農
産
物
の
売
却
に
よ
る
も
の
で
あ
る
｡

元
文
元
年
九
月

｢万
覚
書
帳
｣
よ
り
'
農
作
物
売
却
の
記
事
を

l
覧
表
に
ま
と
め
る
と
'
節

5
衣
の
と
お
り
で
あ
る
｡

こ
れ
に
よ
る
と
､
売
却
作
物
は
､
小
安

･
市
麦

･
小
豆

･
い
も

･
刈
大
豆
柾

･
茄
子

･
菜
大
豆

･
柿

･
胡
摩
の
九
梯
鰯
で
あ
る
｡
売
却

〔第6表〕年毎の農作物売却金銭高

年 代 金

銭元文2年 3分2両
719文I,:3年 1f

t561文LI,.4*
2貰272文I/ 5年 1

両1分 4貰182文寛保1年 1両 . 782文

･y 2年 1fr885文

合計5両11貰401文

先
は
江
戸
の
商
人
と
思
わ
れ
る

が
'
現
段
階
で
は
確
認
し
て
い
な
い
｡
各
年
の
売
却
高

は
第
6
表
の
と
お
り
で
､
元
文
四

年

(
1
七
三
九
)
が
金
二
両
と
銭
二
丈
二
七
二
文
'
同

五
年
が
金

一
両

1
分
と
銭
四
耳

一
八
二
文
で
ピ

ー
ク
を
示
し
て
い
る
｡
畑
作
皮
相
に
お

け
る

段
民
経
営
の
現
金
収
入
を
具
体
的
に
明
示
し
て
い
る
｡

こ
れ
ら
の

｢金
銭
出
入
党
帳

｣
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
農
民
経
営
や
段
民
の
生

活
像
を
具
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
る
｡



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

注(1
)
世
田
谷
区
教
育
委
月
全
発
行
'
昭
和
五
九
年

(2
)
元
文
元
年
九
月

｢御
年
頁
上
納
万
帳
｣
の
表
紙
裏
の
記
載

(3
)
｢世
田
谷
区
史
料
J
第
四
集

一
七
九
頁

(東
京
都
世
田
谷
区
､
昭
和

三
六
年
)

(4
)
r新
編
武
蔵
風
土
記
稿
｣
第
二
巻
三
七
四
頁

(雄
山
間
'
昭
和
三
二

年
｡
以
下

r風
土
記
稿
｣
と
す
る
｡)
､
｢世
田
谷
区
史
料
｣
第

一
集
三

六
四
-
三
六
五
貢

(世
田
谷
区
､
昭
和
三
三
年
｡
以
下

r区
史
料
J

と
す
る
｡)

(5
)
｢郷
土
史
お
く
さ
わ
し
八
頁

(奥
沢
神
社
発
行
､
昭
和
五
七
年
)

(6
)
前
掲

｢風
土
記
稿
｣
第
二
巻
三
七
四
頁

(7
)
前
掲

r風
土
記
稲
｣
第
二
巻
三
七
六
頁
､
｢世
田
谷
の
中
世
城
塞
J

六
〇
～
六
七
頁

(世
田
谷
区
教
育
委
月
会
'
昭
和
五
四
年
)

(8
)
r新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
｣
第
八
'

二
二
五
-

二
二
七
頁

(耗
群
書

類
従
完
成
会
'
昭
和
四
〇
年
)

(9
)
r武
蔵
田
園
薄
j
二
二
1
-
二
二
二
頁

(近
藤
出
版
社
､
昭
和
五
二

年
)

(10
)
r区
史
料
｣
第
四
集

一
八

一
～
一
八
二
頁

(世
田
谷
区
'
昭
和
三
六

年
)

(1
)
r区
史
科
3
第
三
条
二
七
二
頁

(世
田
谷
区
､
昭
和
三
五
年
)

(12
)
｢旧
高
旧
領
取
調
帳

関
東
編
｣
五
八
～
六
〇
貢

(近
藤
出
版
社
､

昭
和
四
四
年
)

(13
)
r東
京
府
志
料
l
四
､

二

一～
一
四
頁

(東
京
都
'
昭
和
三
六
年
)

(14
)
r区
史
科
し
第
四
集
所
収
の

｢原
家
文
書
｣
｢増
田
家
文
書
｣
が
中

一
六
八

心
で
あ
り
'
｢区
史
科
し
第
三
集
所
収
の

｢
田
中
家
文
書
｣
(上
野
毛

村
)
に
も
関
係
史
科
が
若
干
存
在
し
て
い
る
｡

(1
)
前
掲

r風
土
記
稿
J
第
二
巻
三
七
E
lI
三
七
五
頁

(16
)
r区
史
料
｣
第
四
集

1
六
九
1
7
七

]
頁

(17
)
r区
史
料
｣
第
四
集

一
七
八
～
一
八
〇
頁

(18
)
｢区
史
料
l
第
三
集
二
九
四
頁

〔追
記
〕
小
塙
は

｢世
田
谷
区
史
料
叢
書
J
第

二

巻

(東
京
都
世
田
谷
区
教

育
委
月
､

一
九
九
六
年
三
月
発
行
)
に
収
録
し
た

｢金
銭
出
入
党
帳
｣

の
解
説
論
文
を
若
干
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
｡
本
叢
書
の
編
集

･
刊

行
を
担
当
さ
れ
た
世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
､
と
く
に
区
専
門
委
月

池
上
博
之
氏
に
は
種
々
お
世
話
に
な
っ
た
｡
記
し
て
感
謝
の
意
を
表

す
る
も
の
で
あ
る
｡

な
お
､
拙
稿
は

(近
世
史
料
論
I
V

｢｢御
用
留
｣
の
性
格
と
内
容
｣

(
r史
料
館
研
究
紀
要
｣
19
号
､
21
-
㌘
号
)
に
続
く
も
の
と
し
て

(近
世

史
料
論
2
)
と
し
た
｡




